
都は、デジタルの力で東京のポテンシャルを引き出し、都民が質の高い生活を送る「スマート
東京」の実現を目指しています。ベイエリアは、「スマート東京」先行実施エリアの一つに位置
付けられているとともに、「東京ベイeSGプロジェクト」の舞台にも位置付けられています。
港湾局では、臨海副都心を「デジタルテクノロジーの実装」と「スタートアップの集積」を推

進するDigital Innovation City（DIC）へと進化させる取組みを実施しています。
令和３年３月30日には、DIC実現に向けて協議することを目的とした、東京都、エリアマネジ

メント、研究機関、地元企業・地元団体が参画するDigital Innovation City協議会（略称：DIC協
議会）を設立しました。
臨海副都心では、まち全体を先端技術のショーケースとして活用し、知名度向上を図るため、

先端技術の実証実験等を実施していきます。その取組の一環として、臨海副都心の課題解決に資
する、スタートアップの皆様のデジタル等の先端技術を活用した製品やサービスを募集すること
といたしました。

別 紙
ベイエリアDigital Innovation Cityについて

臨海副都心
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